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   令和元年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等
1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

指定管理者名

施設名（所在地）

業務実績を振り返
り、今年度どのよ
うな取組みを実施
する予定か（今年
度の事業計画書等
に反映された
点）。

各種講座や教室、講習等を継続的に開催していくほか、講座から参加者独自の活動として独立したクラブ活動（シニア男性料理クラブ）を、セン
ターとして継続支援を行い、高齢者の社会参加、生きがいづくりに努める。
令和元年度は前年度に比べ、講座利用にかかる新規申込者の増加や、出席率の上昇があり、高齢者自身の意欲向上が見受けられる。また講座
参加による介護予防の効果も期待できるため、本年度も継続的な講座開設に取り組む予定である。

施設の利用状況

運営業務の実施状況

管理業務の実施状況

岸和田市立高齢者ふれあいセンター朝陽（下野町5丁目3番8号）

社会福祉法人　岸和田市社会福祉協議会

平成28年4月1日～平成33年3月31日

福祉部福祉政策課

18,764千円 指定管理期間

公募 施設所管課名公募/非公募

指定管理料

基本協定書、仕様書、令和元年度事業計画書に基づき、施設の管理は適正に行われている。

基本協定書、仕様書、令和元年度事業計画書に基づき、施設の運営業務は適正に行われている。

H29:24,928人、　H30:25,947人、　R1:24,356人

入場料は徴収していない

年間利用者数については、行事回数及び参加人数、貸し部屋の利用形態により異なりがあるが、緩やかに利用者の拡大傾向が見られる。
しかしながら、令和元年度は2月頃より新型コロナ感染拡大防止にかかる施設休館対応を行ったため、全体の利用者数の減少が生じた。

総合評価

A1

A1計画に基づき、適正に履行されている。

A2適正なサービス提供がなされている。

A 適正に執行されている。

施設の管理運営、経理事務等適正に行われており、施設設置目的である市民福祉の向上に繋がっている。

施設運営の根拠となる計画等 計画による位置づけなし


